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食育活動に取り組む上での課題と
取り組みの方向性について
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誰一人取り残さない持続可能な社会の実現に向けて
日本栄養士会は、栄養の力で人々を健康に、幸せにするための活動を展開
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「世代の循環」次世代につながる栄養政策の推進

全ライフステージの様々な栄養・食生活の課題の改善に管理栄養士・栄養士が関与

乳幼児期 学童期 思春期 成人期 高齢期妊娠(胎児期）

家庭 保育施設・就学(学校） 地域包括

個人の
ライフステージ

栄養・食生活
課題

・妊娠中の適切
な体重増加
・低出生体重児

・小児肥満
・偏食
・食物アレルギー

・若い女性のやせ
・貧血
・若い男性の肥満

・メタボリックシンドローム
・肥満、高血圧
糖尿病、脂質異常症

・フレイル・認知症
・口腔機能低下
・低栄養

就労（職場）

集団給食施設（保育施設・学校・事業所・病院・介護施設等）・自治体・企業・教育機関など

医療・介護・障害福祉分野における傷病者を対象とした栄養管理、栄養食事指導

災害時における被災者への栄養・食生活支援、栄養管理

多
様
な
職
域
で
活
動

特別な栄養管理が必要な人を対象とする特定給食施設の給食管理・栄養管理

著しい社会環境の変化や人びとのニーズの多様化、複雑化を踏まえて、さらに管理栄養士・栄養士が行う栄養関連
事業の充実強化を図ることが必要であり、食育の推進もそのひとつである 1



会員の主な就業先と所属の割合 *202４年 3 月末現在
会員 49,027人

企業 ・事業所・薬局
フリーランス・起業

都道府県庁, 
市町村、保健所

介護保険施設 ・障がい福祉施設
児童福祉施設

参考資料

病院やクリニック等の
医療施設

43 ７

小中学校
学校給食センター

21

８ 16 5

管理栄養士・栄養士
養成施設
研究機関

２

21,090人 10,317人 3,442人

3,940人 7,583人 2,655人



３

2023.3.20 食育推進評価委員会 日本栄養士会のヒアリング資料一部抜粋

【食育活動に取り組む上での課題等】
○課題：管理栄養士・栄養士の多様な職域において、生涯を通じた食育の推進

に取組んでいるが、「若い世代」と「就労世代の男性」をターゲットとした
活動の展開が課題

○重視していること：情報が氾濫する中で、多様な視点からエビデンスに基づいた
食や栄養に関する正しい情報を、国民によりわかりやすく、楽しく発信し、
日常生活の中で活用できるコンテンツを検討
また、職能団体として、会員が自らの職域において、主体的に参画でき
る事業展開（イベントの企画・テーマの設定）

○今後の方向性：コロナ禍の影響により国民の食生活の変化、情報のデジタル
化の加速など、新たな社会環境を踏まえて、国民のニーズとデマンドに
応じた情報発信の強化やイベントの展開
賛助会員をはじめ民間企業や大学などの研究機関と連携し、課題で
ある「若い世代」と「就労世代の男性」への働きかけを推進
さらに、地球環境や食料システムなどの「食と環境の循環」を視野に入れ
た活動にも取り組む



 
 

デジタル技術の有効活用
「ホームページ」

■国民が抱いている健康・栄養・食生活の不安
を可視化し、国民のニーズに寄り添う視点か
ら情報発信

科学的根拠の発信・活動紹介
「日本栄養士会雑誌」

■管理栄養士・栄養士の役割と機能の向上
に向けた先進的な取組の発信

■企業との連携・多領域の最新情報の発信

■楽しく食べて、未来のワタシの笑顔をつくるきっかけの日
全国の管理栄養士・栄養士とともに、国民のみなさんの「栄養を楽しむ」生活を応援

日本栄養士会災害支援チーム
（JDA-DAT）
■国内外で大規模な自然災害の発生時
の栄養・食生活支援活動
■平時は、災害対策活動などへ協力
防災意識の醸成等の活動

●（公社）日本栄養士会の多様な視点からの情報発信

栄養ケア・ステーション

自治体(市町村)型
栄養ケア・ステーション
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栄養ケア・ステーションを活用した「大人の食育」

 食・栄養の専門職である管理栄養士・栄養士が所属する、地域密着型の拠点
 地域住民の方はもちろん、医療機関、自治体、健康保険組合、民間企業、保険薬局などを対象に管理栄養士
栄養士を紹介、用途に応じたさまざまなサービスを提供

サービス内容
毎日の食・栄養について、管理栄養士・栄養士が直接的にサポートします。

食・栄養に関する相談
食事・健康面をサポート

健診後の食事指導
生活習慣病予防

健康・栄養に関する
レシピや献立の考案

スポーツ栄養に
関する指導・相談

食事や栄養に関する
セミナー・研修会への
講師紹介

企業や自治体、学校
における料理教室の
企画運営

企業向け食品・栄養
成分表示に関する
指導・相談

食・栄養に関する相談
（在宅療養・訪問型）

栄養ケア・ステーションの仕組み

まちかど健康相談室

世代に関係なく、気軽に相談できる場
栄養・食生活のサポート

●拠点数（2024.4.1現在）
都道府県栄養士会栄養CS：110カ所
日本栄養士会認定栄養CS：435カ所
●登録管理栄養士・栄養士数 5,205人

５
◆自治体や民間企業等と連携し、若い世代も気軽に利用し、「大人の食育」ができる場を目指す



一般財団法人 日本栄養実践科学戦略機構

栄養の力で人びとを健康に、幸せにするために基本
理念

栄養実践科学の専門的かつ戦略的な教育、研究及び技術開発と、
その成果の発信交流及び共有基盤の構築及び運営を行うことにより
保健医療福祉栄養の発展と拡充及び国内外の公衆栄養の普遍的
で持続的な向上に寄与する

栄養は食を命に結び、栄養は健康を生み培う力
健康が基本的人権であるなら、栄養は健康の根源をなす人権であり
すべての人に、適切な栄養を享受できる権利を保障

第１ 包括的で大胆な戦略と周到な戦術に資する事業
第２ SDG‘ｓの要請に則って整えられた物的及び制度的な資源の整備

確立及び拡充に資する事業
第３ 栄養実践科学（NUTRITIONAL PRACTICAL SCIENCE）を

見につけて、人びとの支援をとおして栄養不良をなくす闘いを担う
よい質の専門職をより多く生み出す事業

目的

事業

６



民間企業や大学などの研究機関と連携した無関心層へのアプローチ

1 教育の質の保障・向上 2 シンクタンク機能 ３ 情報発信機能
◆多様な管理栄養士・栄養士が習得
した知識技能を社会で活用
◆実践的な教育方法の改善・開発と
  現場の課題を結びつける
◆他領域からの多様な情報が集まり、
   交流できる効果的な事業を展開

◆大学や民間企業、関係機関、団体等
と連携し、ネットワークを構築
◆新たな研究・開発に向けた支援の確保
と実践できる環境づくりを推進
◆民間企業の社会貢献活動への支援

◆情報の蓄積・共有・活用・発信
（ホームページ・シンポジウム）
◆管理栄養士・栄養士による実践の
   成果を蓄積し、国内外に情報発信
◆先進的な実践の成果を横展開する
ための情報発信

●栄養のチカラでつながるプロジェクト（栄養つなプロ）
管理栄養士・栄養士の栄養のチカラでつながるウェルビーイングな未来社会の実現プロジェクト

実践の支援 成果の定着

■管理栄養士・栄養士の活動先における実践活動を通して、国民の栄養・健康課題の解決に向けたプロジェクトを展開する
■管理栄養士・栄養士と国民の接点を強化するため、民間企業と連携・共同して活動の拡大、さらに成果の定着化を目指す。

●実践マニュアルの活用促進
・栄養課題の解決に向けた知識技能
・多様な現場での具体的な実践方法
・コミュニケーションツールの開発
活用方法 など

活動の拡大

●実践リーダーの育成・活動支援
・主体的に活動できるリーダー育成
・シンクタンク機能を生かすための支援
・実践マニュアルの活用

●実践活動の展開
・実践リーダーを中心に全国の各地域で
活動を拡大

・キャンペーンへの理解促進のための
普及啓発

●キャンペーンによる拡大
・ターゲット層に応じた実践活動
・多様な機会を活用して、民間企業の
サンプリングにより対象者を拡大

●実践フォーラムの開催
・民間企業等と連携して開催
・実践活動の事例発表など

●情報発信の強化
・ホームページにてアーカイブ化
・実践マニュアルなどの資材の公開
・実践活動の事例紹介などをコンテン
ツ化して情報発信

７



出典：厚生労働省「令和５年 国民健康・栄養調査結果の概要」

栄養バランスのとれた食事に関する状況

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を毎日１日２回以上摂っている者の割合は、男性45.7％、女性47.1％であり、
男女ともに70 歳以上で最も高い。
20-29歳では、男性27.8％、女性28.6％で最も低い。

８



出典：厚生労働省「令和５年 国民健康・栄養調査結果の概要」

栄養バランスのとれた食事に関する状況
主食・主菜・副菜を組み合わせた食事の頻度別に食習慣改善の意思をみると、主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を
１日２回以上摂っている日が週に１日もない者や、週に１日の者では、｢改善することに関心がない｣、｢関心はあるが
改善するつもりはない｣、｢食習慣に問題はないため改善する必要はない｣の割合の合計が、男性では約８割で、女性で
は６割を超えている。

９



        

管理栄養士・栄養士が多様な領域で、あらゆる機会で活動を展開

アイデア

セッティング

コミュニケーション

伝え合う（他者に伝える）
わかりやすい
表現や言葉を用いた
●教材・媒体の開発
コミュニケーションツール

●「実践マニュアル」を活用したアクションプランの枠組み

介入効果の高いポピュレーションアプローチ

生活習慣は自分だけで決めていない無関心層へのアプローチ

地域の健康課題に応じて活動できる実践リーダーの育成・活動支援

行動意図（やる気）

個人の情報
知識・態度

周囲の人からの影響
周りの環境・習慣
（家族・仲間）
社会通念

行動を実施・効果
個人の生活習慣

実践リーダーの育成
実践活動への支援
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WWF UKが提唱する「未来の食材50」
未来に残すべき和食
“日本人の伝統的な食文化”を
持続可能な「未来の食材50」とともに
継承プロジェクト
大阪・関西万博で世界に発信

近年、地球環境問題と社会問題の包括的な解決の
ために、地球の生態系と人間社会、そして、私たちの
体が総合的に健康的な状態(ウェルビーイング)を目指
すために、「未来に残すべき和食」を「未来の食材50」
とともに『未来の食事』として継承することで、人と地球
の双方にとって健康的で持続可能な食のあり方を提案
することを目的に作成しました。

ユネスコ無形文化遺産
「和食：日本人の伝統的な食文化」

和食の４つ特徴に該当する郷土料理や伝統調理

※未来の食材50
未来に向けて“持続可能な食材”として、2019年に
WWF UK（世界自然保護基金 英国支部）が、
環境負荷が少なく手ごろな価格で手に入る、栄養価
の高い50種類の食材として発表
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地球環境や食料システムなどの「食と環境の循環」を視野に入れた活動

https://www.dietitian.or.jp/expo2025/japanese_food_culture/
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